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鹿
尚
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『
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古
代
氏
族
の
祭
祀
と
文
献
』
岩
田
書
院

　

本
書
は
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
学
芸
員
と
し
て
長
年
勤
務
し
、
令
和

二
年
三
月
に
退
職
さ
れ
た
著
者
の
約
四
十
年
に
わ
た
る
古
代
史
研
究
の
集
大
成

と
い
え
る
一
冊
。

　

著
者
は
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
学
芸
員
と
し
て
、
越
前
を
中
心
に
古
代

か
ら
中
・
近
世
、
幕
末
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
時
代
と
歴
史
的
人
物
を
研
究
対

象
と
し
て
数
多
の
業
績
を
残
し
て
い
る
が
、
本
来
の
研
究
分
野
は
古
代
史
、
と

り
わ
け
傾
注
さ
れ
て
い
た
研
究
対
象
が
、
越
前
に
お
け
る
地
方
氏
族
の
動
向
で

あ
る
。
文
献
史
学
の
み
な
ら
ず
、
国
語
学
、
考
古
学
は
じ
め
歴
史
学
以
外
の
視

点
や
知
見
も
加
味
し
、
拠
り
処
と
な
る
良
好
な
史
料
が
限
ら
れ
る
古
代
氏
族
、

特
に
地
方
氏
族
の
動
向
を
、
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
が
本

書
の
目
的
で
あ
る
。
主
要
な
構
成
は
次
の
と
お
り
。

第
一
編　

越
前
国
在
地
氏
族
の
動
向
と
祭
祀

　

第
一
章　

足
羽
神
社
と
阿
須
波
神

　

第
二
章　

生
江
氏
の
氏
神

　

第
三
章　

生
江
臣
東
人
と
阿
須
波
臣
束
麻
呂

　
　
　
　

―
奈
良
時
代
に
お
け
る
越
前
国
足
羽
郡
在
地
氏
族
の
盛
衰
と
祭
祀
―

　
　

付
論　

越
前
に
お
け
る
東
大
寺
領
荘
園
の
人
々
と
文
字

　

第
四
章　

継
体
天
皇
を
祭
神
と
す
る
神
社
に
つ
い
て

　

第
五
章　

気
比
神
宮
と
神
功
皇
后

　

第
六
章　

越
前
国
府
考
―
疑
れ
た
る
「
武
生
の
国
府
」
―

　
　

付
論　

越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳
字
に
つ
い
て

第
二
編　

韓
神
と
常
世
神

　

第
一
章　

園
韓
神
祭
の
成
立

　

第
二
章　

常
世
神
考

　

第
三
章　

泰
澄
大
師
の
出
自
と
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』

第
三
編　

古
代
氏
族
研
究
資
料
と
し
て
の
『
懐
風
藻
』

　

第
一
章　
『
懐
風
藻
』
の
撰
者
に
つ
い
て
―
安
宿
王
説
の
提
唱
―

　

第
二
章　
『
懐
風
藻
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
一
試
論

　

第
三
章　

平
安
時
代
に
お
け
る
『
懐
風
藻
』
流
伝
考

　

第
一
編
は
直
接
越
前
地
域
を
対
象
と
し
た
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
。
第

一
章
か
ら
三
章
に
か
け
て
は
、
古
代
越
前
に
お
け
る
有
力
な
氏
族
で
あ
っ
た
足

羽
氏
と
生
江
氏
に
つ
い
て
、
東
大
寺
領
荘
園
関
係
史
料
の
ほ
か
、
各
氏
族
の
祭

神
に
つ
い
て
の
考
察
や
地
域
の
古
墳
群
の
考
古
学
的
成
果
を
材
料
に
、
そ
の
動

向
の
差
異
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
後
段
の
第
二
編
と
も
関
連
す
る

が
、両
氏
の
祭
神
が
い
ず
れ
も
「
帰
化
蕃
神
」
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
と
分
析
、

こ
れ
が
形
は
異
な
る
も
の
の
、
や
は
り
い
ず
れ
も
在
地
の
継
体
天
皇
伝
承
の
中

〔
会
員
新
刊
紹
介
〕

角
鹿
尚
計
著

『
日
本
古
代
氏
族
の
祭
祀
と
文
献
』
岩
田
書
院

（
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
八
月
刊
）

松　

村　

知　

也



62

若
越
郷
土
研
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六
十
七
巻
二
号

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
と
し
て
い
る
点
は
、
地
域
の
信
仰
の
「
層
序
」
の
重

な
り
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
興
味
深
い
。

　

第
四
章
で
は
継
体
天
皇
と
こ
れ
を
祭
神
と
す
る
神
社
、
第
五
章
で
は
神
功
皇

后
と
気
比
神
宮
と
い
う
、
い
ず
れ
も
記
紀
の
著
名
人
物
と
延
喜
式
内
社
、
ま
た

気
比
神
宮
の
関
係
を
、
前
者
は
近
世
を
中
心
と
し
た
後
世
の
文
献
を
、
後
者
は

記
紀
の
記
述
を
丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
六
章
「
越
前
国
府
考
」、
付
論
「
越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳

字
に
つ
い
て
」
は
平
成
十
一
年
に
水
野
和
雄
氏
が
発
表
し
た
「
越
前
敦
賀
の
復

権　

越
前
国
府
・
愛
発
関
・
敦
賀
津
・
郡
衙
・
松
原
客
館
等
の
官
衙
」（『
敦
賀

市
立
博
物
館　

紀
要
』
第
十
四
号
）
に
対
す
る
著
者
の
批
判
と
再
反
論
を
も
と

に
し
て
い
る
。
水
野
氏
が
敦
賀
市
近
郊
で
の
条
理
遺
構
の
発
見
と
い
う
考
古
学

的
成
果
を
中
心
に
論
を
展
開
し
て
い
る
の
に
対
し
、
文
献
の
読
み
込
み
、
国

語
・
国
文
学
、
神
道
史
学
の
広
汎
な
知
見
を
も
と
に
丁
寧
に
反
論
を
重
ね
ら
れ

て
い
る
。
こ
と
越
前
国
府
の
比
定
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
紫
式
部
も
目
に
し

た
で
あ
ろ
う
越
前
の
古
代
に
つ
い
て
興
味
を
抱
い
て
い
る
方
に
は
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
論
文
と
し
て
お
勧
め
し
た
い
。

　

第
二
編
は
渡
来
系
の
神
々
で
あ
る
「
園
韓
神
」「
常
世
神
」
な
ど
の
「
韓
神
」

に
つ
い
て
の
考
察
、
さ
ら
に
韓
神
の
奉
祀
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
神
仏
習
合
も
い

ち
は
や
く
行
わ
れ
て
い
た
古
代
越
前
の
地
域
的
個
性
を
背
景
に
生
ま
れ
た
白
山

信
仰
の
祖
・
泰
澄
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
章
「
園
韓
神
祭
の
成
立
」
は

古
く
よ
り
宮
中
で
奉
祀
さ
れ
る
園
韓
神
の
ル
ー
ツ
は
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
秦
氏

の
奉
祀
す
る
大
歳
神
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
同
じ
大
歳
神
系

譜
に
連
な
る
神
に
は
足
羽
神
社
の
古
く
か
ら
の
祭
神
と
目
さ
れ
る
阿
須
波
神
も

含
ま
れ
て
お
り
、
阿
須
波
神
を
奉
祀
し
た
地
方
氏
族
・
足
羽
氏
と
の
関
連
性
が

浮
か
び
上
が
る
。
第
二
章「
常
世
神
考
」は
日
本
史
上
初
の
道
教
的「
淫
祀
」（
国

家
権
力
な
い
し
支
配
者
に
よ
っ
て
，
反
体
制
的
な
傾
向
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
た

民
間
信
仰
）
の
記
録
で
あ
る
日
本
書
紀
の
常
世
神
事
件
を
と
り
あ
げ
、
原
神
道

（
わ
が
国
固
有
の
信
仰
）
と
外
来
信
仰
の
複
合
現
象
と
し
て
分
析
す
る
。
特
に

蚕
に
似
た
虫
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
常
世
神
」
を
、柑
橘
類
に
つ
く
ア
ゲ
ハ
チ
ョ

ウ
属
の
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
に
比
定
す
る
説
は
、
神
道
史
学
に
加
え
昆
虫
学
・
鱗
翅
学

に
も
造
詣
の
深
い
著
者
の
面
目
躍
如
と
い
え
る
説
得
力
が
あ
る
。

　

第
三
章
「
泰
澄
大
師
の
出
自
と
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』」
は
、
韓
神
信
仰
や
神

仏
習
を
は
じ
め
と
す
る
、
古
代
越
前
が
持
っ
て
い
た
特
異
な
文
化
・
信
仰
相
が

白
山
信
仰
の
祖
・
泰
澄
大
師
と
い
う
個
性
を
生
み
出
し
た
と
し
、
大
師
が
河
川

交
通
に
関
係
し
た
在
地
の
帰
化
系
氏
族
の
出
身
と
す
る
先
学
の
指
摘
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、「
三
神
」
と
い
う
特
異
な
姓
に
注
目
し
、こ
れ
を
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』

作
者
の
泰
澄
大
師
の
出
自
を
明
確
に
す
る
た
め
の
創
意
と
み
て
い
る
。
第
三
章

以
外
は
直
接
越
前
に
関
す
る
論
考
で
は
な
い
が
、「
帰
化
系
氏
族
」・「
韓
神
信

仰
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
古
代
越
前
が
も
っ
て
い
た
特
異
な
文
化
的
背
景

を
基
盤
と
す
る
白
山
信
仰
・
泰
澄
大
師
信
仰
の
興
隆
を
よ
く
理
解
で
き
る
構
成

と
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
編
は
、
著
者
が
も
っ
と
も
古
く
か
ら
研
究
対
象
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
、
現
存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
付
さ
れ
た
小
伝
そ

の
他
の
記
述
か
ら
、
そ
の
撰
者
や
成
立
背
景
、
後
世
に
与
え
た
影
響
を
論
ず
る
。

広
く
知
ら
れ
た
漢
詩
集
で
あ
り
な
が
ら
、
成
立
に
つ
い
て
の
謎
も
多
い
『
懐
風

藻
』
だ
が
、
特
に
第
二
章
に
お
け
る
撰
者
の
推
定
な
ど
、
背
景
に
あ
っ
た
と
み
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ら
れ
る
当
時
や
そ
の
前
後
の
政
治
情
勢
な
ど
、
記
述
の
端
々
か
ら
説
き
起
こ
し

て
い
く
流
れ
は
良
質
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
通
じ
る
妙
味
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
著
者
の
長
年
の
研
究
成
果
を
編
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
各

章
と
し
て
収
録
さ
れ
た
論
文
も
個
々
の
繋
が
り
は
一
見
薄
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
そ
の
中
に
著
者
の
古
代
氏
族
や
そ
の
祭
祀
に
対
す
る
一
貫
し
た
鋭
い
眼
差

し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
福
井
・
越
前
の
郷
土
史
を
追
究
す
る
者
と

し
て
、
一
つ
の
模
範
と
し
た
い
足
跡
が
記
さ
れ
た
論
集
で
あ
り
、
郷
土
の
古
代

史
に
興
味
を
も
つ
福
井
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で

あ
る
。
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